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AKAMAI CASE STUDY

Lorem Ipsum Dolor Sit Amet Consectetur Adipiscing Elit: Akamai Case Study

8,500人のリモートアクセスをEnterprise Application Accessが実現
約500の業務アプリケーション認証基盤としてゼロトラストモデルを牽引

風水力事業、環境プラント事業、精密・電子事業をグローバルに展開
株式会社荏原製作所（以下、荏原）は1912年にポンプメーカーとして創業して以来、水イ
ンフラや海水淡水化などの水関連施設、オイル・ガス施設や発電所などのエネルギー関連
施設などに高効率で信頼性の高いポンプを供給し、世界トップクラスの技術力と信頼を獲
得。現在はポンプを含む風水力事業、環境プラント事業、精密・電子事業の3つをDX・デ
ジタルテクノロジーで下支えし、事業領域をグローバルに展開している。
その荏原のなかで、情報通信統括部に属するITアーキテクト部は、荏原グループのネット
ワークやサーバーなどのインフラ環境、基盤系システム、情報共有環境を提供することが
主な業務。「BCPによる事業継続性を担保しつつ進歩の早いICTインフラを適切に導入、維
持管理して日々の事業活動を支えています。同時に、経営課題の解決に向けた様々なICT
インフラの企画を立案、各部門と協力し推進するのがITアーキテクト部の役割です。」と
情報通信統括部 ITアーキテクト部 部長 井上 聡氏は語る。
 また、同部に属するネットワーク・セキュリティ管理課の後藤 菜穂氏は「社内やクラウド
上に配した各種サーバーやSaaSなどの外部サービスを、快適で安全なネットワークでつな
ぎ、CSIRT（Computer Security Incident Response Team）などのセキュリティ体制
の下、荏原グループ全体のICTインフラとして社内外に安定的に提供するのが、我々ネット
ワーク・セキュリティ管理課です。」と語る。

リモートアクセスVPNに代わる手段を模索
荏原とアカマイの付き合いが始まったのは2012年。「動画などの重いコンテンツはもとよ
り、ビルの階数や必要な水量といったパラメータを入力して最適なポンプを選択する
Ebara Pump Selectorという社外向けサイトなどで、特に海外からのアクセス時に通信の
遅延や中断が多発。多くの方々にご迷惑をかけていました。そこで、Webサイトの最適化
にアカマイのソリューションを導入したところ、通信が途切れることがなくなり非常に快適
になりました。」（井上氏）
その後、同部が新たな課題として捉えるようになったのは、従業員のリモートアクセスに
おけるセキュリティ。荏原では、国内の社員、海外赴任者、海外拠点のローカルスタッフ、
メンテナンス担当のベンダーや提携代理店など、多岐にわたる利用者の接続を収容するこ
とが必要だった。「社外からのアクセスに対応するため、リモートアクセスVPNを展開して
いました。しかし、度重なるOSやセキュリティ関係のアップデートにVPNソフトが追いつ
かず、動作が不安定になったり、アクセスできなくなる事象が起きるようになりました。し
かも、近年はアップデート頻度が高まり、都度対応に追われる状況。そこで、リモートア
クセスVPNに代わる手段を検討するようになりました。」（井上氏）

アクセス数が10倍に増えても安定稼働
リモートアクセスの手段として同社が注目したのは、アカマイのゼロトラスト型リモートア
クセスシステム、Enterprise Application Access（EAA）。アカマイからEAAの情報は
得ており、概要も把握していたため、早速PoC（概念実証）を実施した。「PoCの段階で
海外赴任者にEAAを試してもらったところ、体感速度も良く、安定してアクセスできる点で、
高い評価を得ることができました。また、それまで使っていたVPNとは異なりクライアン
トソフト不要で、ブラウザーだけで利用できるのも大きな魅力でした。」（井上氏）
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KEY IMPACTS
●　 国内外約8,500人のリモートアクセスを実現
●  　 在宅勤務が増加しアクセス人数が10倍に増えて

も軽快かつ安定した稼働環境
●  　 強固なセキュリティで約500の業務アプリケー

ションの認証基盤を構築

＜株式会社荏原製作所について＞
ポンプ、コンプレッサ、タービン、冷熱機械、送風
機などの風水力事業、都市ごみ焼却、産業廃棄物
焼却、水処理などの環境プラント事業、真空ポンプ、
半導体製造装置、めっき装置、排ガス処理装置な
どの精密・電子事業を展開。これらの事業をDX・デ
ジタルテクノロジーで下支えしている。同社は“SDGs
をはじめとする社会課題” の解決に事業を通じて持
続的に貢献し、社会・環境価値と経済価値を同時に
向上させていくことで企業価値を向上させ、グロー
バルエクセレントカンパニーを目指す長期ビジョン

「E-Vision2030」を策定。「持続可能な社会づくりへ
の貢献」「進化する豊かな生活づくりへの貢献」「環
境マネジメントの徹底」「人材の活躍促進」「ガバナ
ンス の 更 な る 革 新 」 の 重 要 課 題 に そ って

「E-Vision2030」を推進するとともに、事業を通じ
てすべてのお客様、すべてのステークホルダーへの
貢献を続けていく。

https://www.akamai.com/jp/ja/products/security/enterprise-application-access.jsp
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同社はPoCを無事に完了した2019年の夏にEAAを導入した。
すでにEAAを国内外に広く展開しているが、利用者からトラブ
ルの問い合わせはほとんどなく安定性が高い。
EAAの適用対象は国内が約8,000人、海外が約500人。新型コ
ロナウイルスの影響で在宅勤務が増加してからは、EAAの利用
頻度が大きく高まったという。「新型コロナウイルスが蔓延する
以前は、EAAへの接続は一日あたり200人程度でしたが、在宅勤
務が急増した緊急事態宣言後は2,000人以上とアクセスが10倍
に増えました。これだけ増えても、EAAは軽快で安定していまし
た。在宅勤務が増えても業務に大きな支障が出なかったという
点で、経営層もEAAを高く評価しているようです。」（後藤氏）

約500の業務アプリケーション認証基盤に
EAwAはリモートアクセスの手段としてだけではなく、同社の
データセンターやIaaSに展開する業 務アプリケーション、
SAML認証のSaaSアプリケーションの認証基盤としても欠かせ
ない存在となっている。「当社の業務アプリケーションは約500
あり、各部門からのリクエスト順に日々 EAA経由で認証できる
よう登録している状況です。EAAではアプリケーション単位で
の認証や通信認可など、きめ細かなアクセス制御を行えてセキュ
リティの観点からも安心感があります。」（後藤氏）
EAAを導入し、ゼロトラストモデルへの階段をひとつ上がったと
感じている同社だが、もうひとつ階段を上がるには、クラウド
シフトによって自社の生産性をさらに向上させることが重要だと
語る。「DXの基盤として、クラウドの活用は今後もさらに進めて
いきます。現在、複数のSaaSやIaaSを使ってマルチクラウド環
境を構築していますが、様々なクラウド上に分散するリソースへ
のセキュリティ対策が課題となります。そこで、ゼロトラストモ
デルとEAAが有効だと考えています。」（井上氏）
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ゼロトラストモデルがクラウドシフトの鍵
メインの基幹業務システムを除き、業務アプリケーションのク
ラウドシフトが進行している点について井上氏は「業務の効率化
やコスト削減の観点はもちろん、これからDXを推進するうえで
も自社データセンターからの脱却は必然と言えます。実際、オ
ンプレミスからクラウドにシフトしていく大きな流れの中で、す
でにIaaSへシフトしている業務アプリケーションもあります。
今後、どういうネットワークを構築していくのか計画途上ではあ
りますが、まずは多種多様なユーザー、デバイスがアクセスす
ることを想定したゼロトラストモデルの構築の有効性は見えま
した。EAAはゼロトラストモデルの鍵となる存在ですから、こ
れからも期待しています。」と語る。

情報通信統括部 ITアーキテクト部 部長 井上 聡氏 情報通信統括部 ITアーキテクト部 ネットワーク・セキュリティ管理課 後藤 菜穂氏
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アカマイについて：Akamai は世界中の企業に安全で快適なデジタル体験を提供しています。Akamai のインテリジェントなエッジプラットフォームは、企業のデータセンターからク
ラウドプロバイダーのデータセンターまで広範に網羅し、企業とそのビジネスを高速、スマート、そしてセキュアなものにします。マルチクラウドアーキテクチャの力を拡大させる、
俊敏性に優れたソリューションを活用して競争優位を確立するため、世界中のトップブランドが Akamai を利用しています。Akamai は、意思決定、アプリケーション、体験を、ユー
ザーの最も近くで提供すると同時に、攻撃や脅威は遠ざけます。また、エッジセキュリティ、ウェブ／モバイルパフォーマンス、エンタープライズアクセス、ビデオデリバリーによっ
て構成される Akamai のソリューションポートフォリオは、比類のないカスタマーサービスと分析、365 日/24 時間体制のモニタリングによって支えられています。世界中のトップ
ブランドが Akamai を信頼する理由について、  www.akamai.com/jp/ja/、  blogs.akamai.com/jp/ および Twitter の @Akamai_jp でご紹介しています。
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Leighton）が100％出資する日本法人です。アカマイは、ウェブサイト/モバイルアプリの最適化、快適なユーザー体験、堅牢なセキュリティを実現する各種ソリューションを提
供しており、日本国内では約600社が当社サービスを利用しています。
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